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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第44期

第２四半期累計期間
第45期

第２四半期累計期間
第44期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (千円) 7,991,362 7,820,040 13,852,424

経常利益 (千円) 1,514,412 1,579,632 1,686,653

四半期(当期)純利益 (千円) 1,005,725 1,052,062 1,266,133

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) － － －

資本金 (千円) 1,156,410 1,156,410 1,156,410

発行済株式総数 (株) 12,341,900 12,341,900 12,341,900

純資産額 (千円) 10,871,246 11,615,992 10,847,792

総資産額 (千円) 14,687,174 15,411,107 14,149,079

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 81.49 85.24 102.59

潜在株式調整後１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) 23.00 25.00 46.00

自己資本比率 (％) 74.0 75.4 76.7

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) 1,024,292 1,062,284 1,411,147

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △21,113 △23,678 △55,221

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) △518,742 △412,747 △883,886

現金及び現金同等物の四半期末
(期末)残高

(千円) 6,641,148 7,254,610 6,628,752
 

 

回次
第44期

第２四半期会計期間
第45期

第２四半期会計期間

会計期間
自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 39.25 45.07
 

(注) １．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容について、重要な変更

はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

該当事項はありません。
　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
　
(1)業績の状況

当第２四半期累計期間における我が国経済は、企業収益や雇用環境の改善を背景に緩やかな回復基調で推移しま

した。個人消費においては、消費者マインドは持ち直してきたものの、賃金の上昇ペースが緩慢であることや消費

者物価の上昇等により、力強さを欠いたものとなっています。

当社市場においては、既存住宅の流通・活用を促進する政策により、木造住宅の適切な維持管理に対する関心は

高まっている一方で、消費者の節約志向は依然根強く、当社サービスの需要拡大を抑制する要因となっています。

このような状況下において、当社は白蟻の予防・駆除や地震対策など、既存住宅向けサービスの認知度向上に努

めるとともに、競争力をより向上すべく、コンプライアンス体制並びに教育体制の一層の充実と、営業プロセスの

改善・標準化に取り組みました。

販促活動については、白蟻防除のピークシーズンに合わせてＣＭ、新聞折込、ＷＥＢ広告を集中投下することで

ＴＶ・雑誌等の媒体への露出を強化して、当社の認知度向上を図るとともに、白蟻対策の必要性を社会に訴求して

まいりました。

以上の結果、既存顧客向け営業は順調に推移しましたが、新規顧客向け営業は消費動向の弱さを受けて回復の足

取りが鈍く、売上高は前年同期比171百万円減少（2.1％減）の7,820百万円となりました。

売上原価は、主に売上減少に伴う材料費、外注費の減少と、労務費のうち退職給付費用の減少により、前年同期

比74百万円減少（3.3％減）しました。これにより、売上総利益は同96百万円減少（1.7％減）、売上総利益率は同

0.3ポイント上昇しました。販売費及び一般管理費は、主に人件費のうち退職給付費用の減少により、同145百万円

減少（3.4％減）しました。

この結果、営業利益は前年同期比48百万円増加（3.3％増）の1,551百万円、営業利益率は同1.0ポイント上昇して

19.8％となりました。経常利益は同65百万円増加（4.3％増）の1,579百万円、四半期純利益は同46百万円増加

（4.6％増）の1,052百万円となりました。

　

　(経営成績に関する特記事項)

当社の業績（特に利益）は、第２四半期累計期間に偏重する傾向があります。これは、例年５月をピークとして

４月から７月頃まで、白蟻の活動が活発化し、白蟻防除関連の売上高が増加するためであります。この季節的変動

により、四半期会計期間末ごとの財務内容、経営指標にも変動が生じます。

　

(2)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物は、前期末比625百万円増加し、7,254百万円となりまし

た。

　(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動により増加した資金は1,062百万円（前年同期は1,024百万円増加）となりました。主な増加要因は、税

引前四半期純利益1,579百万円、主な減少要因は、売上債権の増加額659百万円、法人税等の支払額271百万円であり

ます。

　(投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により減少した資金は23百万円（前年同期は21百万円減少）となりました。

　(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動により減少した資金は412百万円（前年同期は518百万円減少）となりました。主な減少要因は、配当金

の支払額283百万円、長期借入金の返済による支出220百万円であります。

　

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあり

ません。

　

(4)研究開発活動

当第２四半期累計期間の研究開発費の総額は３百万円であります。

なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社アサンテ(E27303)

四半期報告書

 3/15



第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 42,000,000

計 42,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,341,900 12,341,900
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は100株であります。

計 12,341,900 12,341,900 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年９月30日 ― 12,341,900 ― 1,156,410 ― 856,410
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(6) 【大株主の状況】

  平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ムネマサ 東京都杉並区永福一丁目39番23号 3,750,000 30.38

宗政 誠 東京都杉並区 856,425 6.94

ステート ストリート バンク 
アンド トラスト カンパニー 
505224
(常任代理人 株式会社みずほ銀行
決済営業部)

P.O.BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS 02101
U.S.A.
(東京都港区港南二丁目15番１号)

705,400 5.72

渋谷　健一 東京都調布市 361,000 2.92

日本トラスティ・サービス信託銀
行株式会社(信託口)

東京都中央区晴海一丁目８番11号 356,400 2.89

ゴールドマン・サックス アンド
カンパニー レギュラーアカウント
(常任代理人 ゴールドマン・サッ
クス証券株式会社)

200 WEST STREET NEW YORK,NY,USA
(東京都港区六本木六丁目10番１号)

333,500 2.70

アサンテ従業員持株会 東京都新宿区新宿一丁目33番15号 298,875 2.42

日本マスタートラスト信託銀行株
式会社(信託口)

東京都港区浜松町二丁目11番３号 252,800 2.05

ステート ストリート バンク 
アンド トラスト カンパニー
(常任代理人 香港上海銀行東京支
店 カストディ業務部)

ONE LINCOLN STREET,BOSTON MA USA 02111
(東京都中央区日本橋３丁目11番１号)

238,500 1.93

宗政 ヨシ 東京都杉並区 225,000 1.82

宗政　和美 東京都杉並区 225,000 1.82

計 － 7,602,900 61.60
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成29年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

12,340,300
123,403 ―

単元未満株式
普通株式

1,600
― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 12,341,900 ― ―

総株主の議決権 ― 123,403 ―
 

 

② 【自己株式等】

  平成29年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―
 

(注) 単元未満株式68株を保有しております。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成29年７月１日から平成29年

９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成29年４月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号)第５条第２項により、

当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の

財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度の重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

  なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

  資産基準           0.2％

  売上高基準         0.5％

  利益基準         △0.4％

  利益剰余金基準     0.1％
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 6,628,752 7,254,610

  売掛金 1,530,172 2,192,025

  製品 71,645 64,335

  原材料及び貯蔵品 147,168 145,005

  その他 269,311 292,677

  貸倒引当金 △765 △1,096

  流動資産合計 8,646,285 9,947,559

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 1,647,924 1,625,542

   土地 2,952,605 2,952,605

   その他（純額） 182,068 169,510

   有形固定資産合計 4,782,598 4,747,658

  無形固定資産 36,114 32,091

  投資その他の資産   

   その他 739,754 736,300

   貸倒引当金 △55,673 △52,502

   投資その他の資産合計 684,080 683,798

  固定資産合計 5,502,793 5,463,548

 資産合計 14,149,079 15,411,107

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 262,468 307,918

  短期借入金 70,000 70,000

  1年内返済予定の長期借入金 352,928 289,288

  未払法人税等 335,578 596,319

  賞与引当金 266,290 268,669

  その他の引当金 － 30,000

  その他 812,459 1,085,345

  流動負債合計 2,099,723 2,647,541

 固定負債   

  長期借入金 596,212 539,818

  役員退職慰労引当金 505,449 505,453

  資産除去債務 74,564 82,408

  その他 25,338 19,894

  固定負債合計 1,201,563 1,147,574

 負債合計 3,301,287 3,795,115

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,156,410 1,156,410

  資本剰余金 856,410 856,410

  利益剰余金 8,835,064 9,603,264

  自己株式 △92 △92

  株主資本合計 10,847,792 11,615,992

 純資産合計 10,847,792 11,615,992

負債純資産合計 14,149,079 15,411,107
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 7,991,362 7,820,040

売上原価 2,242,761 2,168,435

売上総利益 5,748,600 5,651,604

販売費及び一般管理費 ※1  4,246,399 ※1  4,100,505

営業利益 1,502,200 1,551,098

営業外収益   

 受取利息 354 314

 受取保険金及び配当金 22,035 35,034

 その他 2,989 3,269

 営業外収益合計 25,379 38,618

営業外費用   

 支払利息 4,707 3,879

 支払手数料 5,880 4,502

 その他 2,580 1,702

 営業外費用合計 13,167 10,084

経常利益 1,514,412 1,579,632

税引前四半期純利益 1,514,412 1,579,632

法人税、住民税及び事業税 554,351 541,215

法人税等調整額 △45,664 △13,644

法人税等合計 508,686 527,570

四半期純利益 1,005,725 1,052,062
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
  至 平成28年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
  至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前四半期純利益 1,514,412 1,579,632

 減価償却費 76,706 71,532

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,145 △2,840

 賞与引当金の増減額（△は減少） 6,349 2,379

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,611 4

 受取利息及び受取配当金 △354 △314

 支払利息 4,707 3,879

 売上債権の増減額（△は増加） △354,669 △659,505

 たな卸資産の増減額（△は増加） 5,940 9,472

 仕入債務の増減額（△は減少） 27,387 45,450

 その他 194,864 287,288

 小計 1,485,100 1,336,978

 利息及び配当金の受取額 354 314

 利息の支払額 △4,583 △3,704

 法人税等の支払額 △456,099 △271,241

 その他 △479 △63

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,024,292 1,062,284

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 固定資産の取得による支出 △16,006 △20,233

 その他 △5,107 △3,445

 投資活動によるキャッシュ・フロー △21,113 △23,678

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入れによる収入 200,000 100,000

 長期借入金の返済による支出 △213,040 △220,034

 配当金の支払額 △492,936 △283,866

 その他 △12,766 △8,846

 財務活動によるキャッシュ・フロー △518,742 △412,747

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 484,435 625,858

現金及び現金同等物の期首残高 6,156,713 6,628,752

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  6,641,148 ※1  7,254,610
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【注記事項】

(四半期損益計算書関係)

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な科目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

給料及び手当 1,778,229千円 1,794,163千円

賞与引当金繰入額 196,464千円 198,026千円

退職給付費用 164,482千円 65,612千円

役員退職慰労引当金繰入額 8,611千円 10,197千円
 

　

２．前第２四半期累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)及び当第２四半期累計期間(自 平成29年

４月１日 至 平成29年９月30日)

当社の売上高は、第２四半期累計期間に受注が集中するため、第２四半期累計期間の売上高が他の四半期会計期

間と比較して増加する傾向にあります。

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりで

あります。

 
前第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

現金及び預金勘定 6,641,148千円 7,254,610千円

現金及び現金同等物 6,641,148千円 7,254,610千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり

配当額
基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月22日

定時株主総会
普通株式 493,673千円 40円 平成28年３月31日 平成28年６月23日 利益剰余金

 

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり

配当額
基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年11月４日

取締役会
普通株式 283,862千円 23円 平成28年９月30日 平成28年12月２日 利益剰余金

 

 

当第２四半期累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり

配当額
基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月21日

定時株主総会
普通株式 283,862千円 23円 平成29年３月31日 平成29年６月22日 利益剰余金

 

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり

配当額
基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年11月１日

取締役会
普通株式 308,545千円 25円 平成29年９月30日 平成29年12月１日 利益剰余金

 

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 81円49銭 85円24銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 1,005,725 1,052,062

普通株主に帰属しない金額(千円)   

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 1,005,725 1,052,062

普通株式の期中平均株式数(株) 12,341,832 12,341,832
 

　(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。　
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２ 【その他】

第45期(平成29年４月１日から平成30年３月31日まで)中間配当について、平成29年11月１日開催の取締役会にお

いて、平成29年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしまし

た。

①　配当金の総額                               308,545千円

②　１株当たりの金額      　                     25円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日  平成29年12月１日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

平成29年11月14日

株式会社アサンテ

取締役会  御中

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   佐   藤   明   典   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   戸   田   仁   志   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アサン

テの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの第45期事業年度の第２四半期会計期間(平成29年７月１日から平成29

年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成29年４月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アサンテの平成29年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象に含まれておりません。
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